
コード検証機
LVSシリーズ

ISO規格に準拠した印字検証で
読めないコードを流出させない

https://www.fa.omron.co.jp/contact/tech/chat/?WT.mc_id=300068904cs00017

オムロン商品のご用命は

インダストリアルオートメーションビジネスカンパニー

本誌には主に機種のご選定に必要な内容を掲載しており、ご使用上の注意事項等を掲載していない製品も含まれています。
本誌に注意事項等の掲載のない製品につきましては、ユーザーズマニュアル掲載のご使用上の注意事項等、ご使用の際に必要な内容を必ずお読みください。

製品に関するお問い合わせ先

その他のお問い合わせ： 納期・価格・サンプル・仕様書は貴社のお取引先、または貴社担当オムロン販売員にご相談ください。オムロン制御機器販売店やオムロン販売拠点は、Webページでご案内しています。

●本誌に記載の標準価格はあくまで参考であり、確定されたユーザ購入価格を表示
したものではありません。本誌に記載の標準価格には消費税が含まれておりません。

●本誌にオープン価格の記載がある商品については、標準価格を決めていません。
●本誌に記載されているアプリケーション事例は参考用ですので、ご採用に際しては
機器･装置の機能や安全性をご確認の上、ご使用ください。

●本誌に記載のない条件や環境での使用、および原子力制御･鉄道･航空･車両･燃焼
装置･医療機器･娯楽機械･安全機器、その他人命や財産に大きな影響が予測されるなど、
特に安全性が要求される用途に使用される際には、当社の意図した特別な商品用途の
場合や特別の合意がある場合を除き、当社は当社商品に対して一切保証をいたしません。

●本製品の内、外国為替及び外国貿易法に定める輸出許可、承認対象貨物（又は技術）に
該当するものを輸出（又は非居住者に提供）する場合は同法に基づく輸出許可、承認
（又は役務取引許可）が必要です。 
●規格認証/適合対象機種などの最新情報につきましては、
 当社Webサイト（www.fa.omron.co.jp）の「規格認証/適合」をご覧ください。

お 客 様
相 談 室 技術相談員にチャットでお問い合わせいただけます。（I-Webメンバーズ限定）

※受付時間、営業日は変更の可能性がございます。最新情報はリンク先をご確認ください。

オムロンFAクイックチャット
クイック オムロン

0120-919-066
携帯電話・IP電話などではご利用いただけ
ませんので、右記の電話番号へおかけください。

 055-982-5015
（通話料がかかります） 受付時間： 平日9:00～12:00 / 13:00～17:00（土日祝日・年末年始・当社休業日を除く）

受付時間： 9:00～19:00（12/31～1/3を除く）

お断りなく仕様などを変更することがありますのでご了承ください2023年3月現在カタログ番号 SDNC-041A

オムロン制御機器の最新情報をご覧いただけます。 緊急時のご購入にもご利用ください。 www.fa.omron.co.jp

C○OMRON Corporation 2023  All Rights Reserved.

オムロン商品ご購入のお客様へ
ご承諾事項

　平素はオムロン株式会社（以下｢当社｣）の商品をご愛用いただき誠にありがとうございます。
｢当社商品｣のご購入について特別の合意がない場合には、お客様のご購入先にかかわらず、本ご承諾事項記載の条件を適用いたします。
ご承諾のうえご注文ください。

⑥ ｢当社商品｣は、一般工業製品向けの汎用品として設計製造されています。
従いまして、次に掲げる用途での使用は意図しておらず、お客様が｢当社商
品｣をこれらの用途に使用される際には、｢当社｣は｢当社商品｣に対して一切
保証をいたしません。ただし、次に掲げる用途であっても「当社」の意図した
特別な商品用途の場合や特別の合意がある場合は除きます。
（a） 高い安全性が必要とされる用途（例：原子力制御設備、燃焼設備、航空・

宇宙設備、鉄道設備、昇降設備、娯楽設備、医用機器、安全装置、その
他生命・身体に危険が及びうる用途）

（b） 高い信頼性が必要な用途（例：ガス・水道・電気等の供給システム、24時
間連続運転システム、決済システムほか権利・財産を取扱う用途など）

（c） 厳しい条件または環境での用途（例：屋外に設置する設備、化学的汚染
を被る設備、電磁的妨害を被る設備、振動・衝撃を受ける設備など）

（d） ｢カタログ等｣に記載のない条件や環境での用途
⑦ 上記3. ⑥（a）から（d）に記載されている他、｢本カタログ等記載の商品｣は自
動車（二輪車含む。以下同じ）向けではありません。自動車に搭載する用途
には利用しないでください。自動車搭載用商品については当社営業担当者
にご相談ください。

4.  保証条件
｢当社商品｣の保証条件は次のとおりです。
① 保証期間 ： ご購入後１年間といたします。（ただし｢カタログ等｣に別途記載
がある場合を除きます。）

② 保証内容 ： 故障した｢当社商品｣について、以下のいずれかを｢当社｣の任
意の判断で実施します。
（a） 当社保守サービス拠点における故障した｢当社商品｣の無償修理（ただ

し、電子・機構部品については、修理対応は行いません。）
（b） 故障した｢当社商品｣と同数の代替品の無償提供
③ 保証対象外 ： 故障の原因が次のいずれかに該当する場合は、保証いたしません。
（a） ｢当社商品｣本来の使い方以外のご利用
（b） ｢利用条件等｣から外れたご利用
（c） 本ご承諾事項｢3. ご利用にあたってのご注意｣に反するご利用
（d） ｢当社｣以外による改造、修理による場合
（e） ｢当社｣以外の者によるソフトウェアプログラムによる場合
（f）  ｢当社｣からの出荷時の科学・技術の水準では予見できなかった原因
（g） 上記のほか｢当社｣または｢当社商品｣以外の原因（天災等の不可抗力を含む）

5.  責任の制限
本ご承諾事項に記載の保証が、｢当社商品｣に関する保証のすべてです。　
｢当社商品｣に関連して生じた損害について、｢当社｣および｢当社商品｣の販売
店は責任を負いません。

6.  輸出管理
｢当社商品｣または技術資料を、輸出または非居住者に提供する場合は、安全
保障貿易管理に関する日本および関係各国の法令・規制を遵守ください。お客
様が法令・規則に違反する場合には、｢当社商品｣または技術資料をご提供でき
ない場合があります。

1.  定義
本ご承諾事項中の用語の定義は次のとおりです。
① ｢当社商品｣ ： ｢当社｣のＦＡシステム機器、汎用制御機器、センシング機器、電子・機

構部品
② ｢カタログ等｣ ： ｢当社商品｣に関する、ベスト制御機器オムロン、電子・機構部品

総合カタログ、その他のカタログ、仕様書、取扱説明書、マニュ
アル等であって電磁的方法で提供されるものも含みます。

③ ｢利用条件等｣ ： ｢カタログ等｣に記載の、｢当社商品｣の利用条件、定格、性能、
動作環境、取り扱い方法、利用上の注意、禁止事項その他

④ ｢お客様用途｣ ： ｢当社商品｣のお客様におけるご利用方法であって、お客様
が製造する部品、電子基板、機器、設備またはシステム等へ
の｢当社商品｣の組み込み又は利用を含みます。

⑤ ｢適合性等｣ ： ｢お客様用途｣での｢当社商品｣の（a）適合性、（b）動作、（c）第
三者の知的財産の非侵害、（d）法令の遵守および（e）各種規
格の遵守

2.  記載事項のご注意
｢カタログ等｣の記載内容については次の点をご理解ください。
① 定格値および性能値は、単独試験における各条件のもとで得られた値であり、
各定格値および性能値の複合条件のもとで得られる値を保証するものではあ
りません。

② 参考データはご参考として提供するもので、その範囲で常に正常に動作するこ
とを保証するものではありません。

③ 利用事例はご参考ですので、｢当社｣は｢適合性等｣について保証いたしかねます。
④ ｢当社｣は、改善や当社都合等により、｢当社商品｣の生産を中止し、または
｢当社商品｣の仕様を変更することがあります。

3.  ご利用にあたってのご注意
ご採用およびご利用に際しては次の点をご理解ください。
① 定格・性能ほか｢利用条件等｣を遵守しご利用ください。
② お客様ご自身にて｢適合性等｣をご確認いただき、｢当社商品｣のご利用の可否
をご判断ください。
｢当社｣は｢適合性等｣を一切保証いたしかねます。

③  ｢当社商品｣がお客様のシステム全体の中で意図した用途に対して、適切に配電・
設置されていることをお客様ご自身で、必ず事前に確認してください。

④ ｢当社商品｣をご使用の際には、（ⅰ）定格および性能に対し余裕のある｢当社商
品｣のご利用、冗長設計などの安全設計、（ⅱ）｢当社商品｣が故障しても、｢お客
様用途｣の危険を最小にする安全設計、（ⅲ）利用者に危険を知らせるための、
安全対策のシステム全体としての構築、（ⅳ）｢当社商品｣および｢お客様用途｣
の定期的な保守、の各事項を実施してください。

⑤ 「当社」はDDoS攻撃（分散型DoS攻撃）、コンピュータウイルスその他の技術的
な有害プログラム、不正アクセスにより、「当社商品」、インストールされたソフトウ
ェア、またはすべてのコンピュータ機器、コンピュータプログラム、ネットワーク、デ
ータベースが感染したとしても、そのことにより直接または間接的に生じた損失、
損害その他の費用について一切責任を負わないものとします。
お客様ご自身にて、（ⅰ）アンチウイルス保護、（ⅱ）データ入出力、（ⅲ）紛失データ
の復元、（ⅳ）「当社商品」またはインストールされたソフトウェアに対するコンピュ
ータウイルス感染防止、（ⅴ）「当社商品」に対する不正アクセス防止についての
十分な措置を講じてください。
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読めないコードの流出が
製品や会社の信頼を損なう時代になりました

オムロンのコード検証機が
「客観的なコード品質チェック」で
読めないコードの流出を防止します

お客様の業界でも、コードの品質管理が課題になっていませんか？

製品の品質管理、模倣品の混入防止、リコール対策、物流の効率化などを目的として、トレーサビリティの適用範囲がサプライチェーン
全体に広がっています。それにともない、バーコード、2次元コードの担う役割が重要となると共に、製造現場や流通現場でコードの
品質管理が課題になっています。

医療用医薬品・医療機器メーカ 自動車・自動車部品メーカ

法規制で決められた
時期までにコード検証機の
導入が必須。
なるべく手間をかけずに
導入したい。

対策するには　＞P.6 対策するには　＞P.8

完成車メーカ

サプライヤや材質によって、
コードの印字品質に
ばらつきがある。

自動車部品メーカ

コードが読めないと
お客様からクレームがくるが、
原因がわからない。
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食品／デジタル部品メーカ 物流／ eコマース

グローバルの品質規格に基づいた検査
ハードウェアとソフトウェアの両方において、ISOに定められた
方法で検証を行うため、安定してコード品質を評価できます。

検証結果を数値化
不良原因を特定しやすく、
取引先と目標指標として共有できます。

0.0～4.0点

小売店から
「真贋判定で使う
コードが読めない」と
クレームがくる。

対策するには　＞P.10

商品管理ラベルの
コードが読めないと、
情報確認や手入力の
手間が余分にかかる。

対策するには　＞P.11
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印字直後にISO規格でコードを検証し品質を管理
読取り不良を起こさないコードで製品や会社の信頼を向上できます
コードの利用範囲は、製造工程だけではなく流通・消費のフローにまで拡大しています。サプライチェーン全体で読取り不良を起こ
さない抜本的な対策として、コードを印字した直後にISO規格でコード品質を検証し、一定の品質を保ったコードを上流から流すこ
とが重要です。

製品を製造し印字した直後にコード品質を
検証することで、印字不良コードの流出を
防止できます。

出荷前に印字検証を行えば、
返品・クレームへの対応や、リコールの
影響範囲特定を迅速に実行できます。

印字不良コードの
流出防止

部品サプライヤ 製造メーカ

万が一のクレーム・
リコールへの予防として

コード検証機はコードの「採点機」
コード検証機は、印字されたコードが規格通りに印字さ
れているかを評価する機械で、いわばコードの採点機の
ようなものです。正確なコード検証を行うために、各規
格で印刷品質試験仕様と検証機適合仕様が定められて
います。コード検証機は、必ずこれらの規格に準拠して
いることが求められ、コードが規格に準拠しているかど
うか絶対的な評価・判断を行います。

ISO/IEC 29158 ‒  2次元DPM 検証規格
ISO/IEC 15415 ‒  2次元コード検証規格
ISO/IEC 15416 ‒  1次元コード検証規格

コード印字品質に対する規格例
各項目の検証結果から
「総合グレード」として0.0～4.0点の範囲で点数化。
4.0点に近いほど印字品質は良好といえます。

国際規格で定められた
複数の検査項目で
品質を採点します。

製造 製造

納品納品

+検証

コード印字

+検証

コード印字
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コードの品質を高めることで
ピッキング時の読取り不良を低減し、
効率的に作業できます。

流通 消費者

物流業務の
効率化

オムロンのコード検証機は用途に合わせて各種ラインアップ

棚入れ ピッキング

リコール発生

LVS-9510シリーズ
（紙・ラベル用）

LVS-9580シリーズ
（紙・ラベル用）

LVS-9585シリーズ
（DPM用）

●デスクトップ型 ●ポータブル型

出荷

オフライン型

+検証

コード印字

（カタログ番号 : SDNC-010）
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欧米の
医療品業界で＊3

10年
以上の実績

欧米の医療品業界で10年以上の実績を誇る
コード検証機で厳しい法規制に対応

偽薬混入防止、医療機器の品質管理を目的とした法規制が
欧米を中心に拡大しています

医療品業界での規格対応の実績と信頼性

医療用医薬品・医療機器メーカ

ISO/IECをはじめとする国際規格に準拠

医療品業界で必須となるPart11規格に準拠

代表的な法規制である米国食品医薬品局（FDA＊1）のUDI  規則＊2では、サプライ
チェーン全体での情報活用を目的として、製品の個体識別情報の1次元 / 2次元
コードでの付与、出荷時にISO規格でのコード検証が義務化されています。新たに
法規制対象となる国に製品を出荷する医療用医薬品・医療機器の製造メーカや
OEMは、猶予期間内にUDI規則（ISO印字検証で1.5グレード以上を出荷）に対応
することが求められています。

オムロンのコード検証機は、法規則に先行するアメリカで商品の企画開発を行い、
UDIなど欧米の法規則に対応した各規格に準拠しています。また、規格団体への参
加により、継続的にアップグレードも可能です。さらに長期にわたり製品を供給可能
なので、安心してご使用いただけます。

FDA 21 Par t11とは、米国食品医薬品局（FDA）が定めた、電子記録・電子署名の改ざんを防止するための規定です。FDAへ提出
が義務付けられている開発・製造に関する記録を電子化する場合、製造工程全体でこの規定に準拠していることが必要で、オムロン
のコード検証機にはそのための機能が搭載されています。

ユーザ管理機能 監査証跡（オーディットトレイル）機能

＊1. FDA（FOOD & DRUG ADMINISTRATION）：米国食品医薬品局　アメリカ国内の食品や医薬品などの法令を定める機関。
＊2. UDI（Unique Device Identification）：機器の流通や使用をとおして適切に機器を識別する識別子。UDI規制とは、医療機器の個体管理・個体識別のための

国際的な法規則で、FDAにより、2013年9月にUDIが公布されて以降、アメリカ・EU諸国からアジア圏まで国際的に採用が広がっている。
＊3. 医療用医薬品・医療機器メーカ。

ユーザがシステムに変更を加えた操作の履歴を、監査用のログとして記録。
変更履歴はデータベースに保存可能。

ログイン時には IDと
パスワードが必要

ユーザごとに操作権限を設定可能

ISO 準拠規格　

ISO/IEC 15415、 15416、15426-1,15426-2、ISO/IEC 29158（DPM対応機種のみ）
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3ステップで簡単に検証

医療用医薬品・医療機器業界で扱われる多様なコードに対応
医療品業界での規格に対応した各種１次元/２次元コードを検証可能

コードごとの検証条件の調整や、キャリブレーションを簡単に行える専用メニューを搭載。そのため、コード検証がわずか
３ステップで実行できます。使いやすいユーザインタフェースの採用により、現場での運用工数も抑えられます。

各種1次元/2次元コードを検証可能なうえ、それら複数のコードを同時に読込み、検証できます。

主な検証可能なコード

➀検証規格を選択 ➁キャリブレーション ➂グレード検証

複数のコードを同時に読込み、検証

医療用医薬品の場合

医療機器、体外診断用医薬品などの場合

GS1データバー限定型

GS1データバー二層型

GS1-128シンボル

GS1-128シンボル

GS1データ
マトリックス
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アセンブリ
メーカ

アセンブリ
メーカ

完成車メーカ

完成車メーカ

部品サプライヤ

部品サプライヤ

部品
サプライヤ

アセンブリ
メーカ

部品サプライヤ

IS Oをはじめとする国際規格に準拠したオムロンのコード検証機で
客観的なコード品質チェックを行えば、部品サプライヤやアセンブリ
メーカは、工場出荷時に低品質コードの市場流出を防ぐことができ
ます。また、アセンブリメーカや完成車メーカでも部品受け入れ時に
コード検証機でコード品質をチェックすることで、サプライチェーン
全体で読取り不良が防げて印字品質を確保できます。

自動車・自動車部品メーカ

●一定のコード印字品質基準を
   満たした製品のみを出荷

●コード印字品質検証結果の
   レポート出力でお客様の信頼を獲得

例：HTML形式のレポート

国際規格に準拠したオムロンのコード検証機で印字検証を行うと、双方にメリットが生まれます。

EV車では、自動車部品の流通範囲のグローバル化が進み
コードを確実に読取れることの重要度が高まっています

サプライチェーン全体のコード品質を確保

EVシフトにより、完成車メーカの管理対象品目が拡大し、サプライチェーン全体では
自動車部品の製造・流通範囲のグローバル化が今まで以上に進んでいます。
そのため、部品サプライヤ、アセンブリメーカ、完成車メーカの各工程で“コードを
確実に読めること”が重要となっています。サプライチェーン全体で確実なコード
読取りを担保するため、完成車メーカから印字検証を行うことが取引の条件とし
て指定されたり、また、部品サプライヤやアセンブリメーカが、世界各国の完成車
メーカに安心して採用してもらうPRとして自主的に検証を行う、といった動きが
みられています。

検査項目ごとに結果を確認

納品側 受け入れ側

●受け入れ時にコード品質を確認

●サプライヤに定量的に改善要求

完成車
メーカ

取引先からの要求に対して
コード品質を確保
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印字不良の要因を特定し改善
オムロンのコード検証機は、コードのデータ分析機能があり、分析結果をもとにコード印字の品質改善が可能です。
コード品質の歩留まり改善時間を短縮することができます。

印字不良例：コードの一部が欠けている（考えられる要因：ワークに油やごみなどの汚れが付着）

エラーの詳細が確認可能

右の例では、黄色くなっているセル
（白枠部分）が欠陥箇所で、本来
は白セルであるところが、黒セル、
またはその逆と判定されたことを
示しています。

ラベルからDPMまで、多様なコードに対応

DPMの印字検証により読取りトラブルを軽減

管理対象の拡大により、ラベル、DPMと多様なコードに対する 
検証を実施する必要があります。LVSシリーズなら、ラベルから
DPMまで様々なコードに対して安定した検証ができます。

D P M対応のコード検証機LV S - 9 5 8 5シリーズなら、金属面や
基板上に直接印字された2次元コードを検証できます。
5 0 0万画素カメラを搭載し、最小検証セルサイズは0 . 1 5 m m
（LVS-9585-DPM-HDの場合は0.05mm）。これまで工場間で
異なっていた印字品質を統一することで、読取りトラブルを軽減
できます。また、万が一のリコール発生時にも迅速、かつ正確に
トレースできます。

エラー項目検証規格：ISO/IEC 29158

コード検証機と一般的なコードリーダのグレーディング機能との検証の違い
コードリーダの中には、読取ったコードの印字品質をグレーディングする機能を備えている製品があります。しかし、検証の
ための規格に準拠していないコードリーダでは、設置距離や明るさの設定によりグレーディングの結果が変わるため、相対
的な評価しかできません。コード検証機なら、ISO規格に準拠した設置距離や明るさで検証を行うため、再現性が高いコード
検証を行うことができます。ISO規格に準拠した絶対的な評価により、検証結果を品質確認のエビデンスとして利用できます。

照明 キャリブレーション 検証アルゴリズム

コード検証機 ISO 規格に準拠 ISO 規格に準拠 ISO 規格に準拠

コードリーダ（グレーディング） メーカ独自 なし ISO 規格に準拠



工場 小売店

コード
読取りOK

流通業者

●コード印字

●コード品質検証

●ボトルに貼付け

●ボトルを出荷
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真贋判定用コードの印字品質を検証してから出荷
真贋判定用コードの読取りができないと、クレーム対応や廃棄のためのコストが発生し、ブランドイメージそのものの悪化を招きます。
オムロンのコード検証機で工場出荷前にコードを検証することにより、低品質コードの市場流出を防止でき、真贋判定のコード読取り
ができないという事態を回避できます。

コードの安定読取りを担保し
真贋判定に貢献

食品／デジタル部品メーカ

模倣品の市場での混入が大きな課題となっており
サプライチェーンでの確実なコード読取りが重要になっています
高価格商品の模倣品の市場流通が、近年問題視されており、中でも食品や飲料は
人の健康に直結し、大きな課題となっています。その対策として、正規品であるこ
とを示すシリアルナンバーのコードを製品に印字し、サプライチェーン全体で真贋
判定できるシステムの構築が進んでいます。このシステムを安定して運用するため
には、コードの印字品質を担保したうえで出荷することが重要です。

高級ワインの真贋判定

コード印刷直後にコード品質を
検証しボトルに貼付け

真贋判定用コードを
安定読取り

事例

模造品混入のリスク



コード
読取りOK

コード
読取りOK

コード
読取りOK

コード
読取りOK

●コード印字

●コード品質検証

●商品に貼付け

●商品を出荷

メーカ工場 倉庫
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コード検証で
物流業務の効率化を実現

物流／eコマース

製品ラベルの読取り不良を防止し作業効率を改善
物流倉庫での商品ピッキング作業中にラベルのバーコードが読めないと、製品情報の問い合わせや手動での番号登録が発生し、業務
効率が悪化します。あらかじめ、工場出荷時にオムロンのコード検証機で印字品質を検証しておくことで、物流倉庫や店舗での読取
不良がなくなり、作業効率が改善します。

バーコードの印字不良の混入が
物流業務効率化の妨げになっています
物流倉庫では荷物の搬送、格納、棚卸、出荷などの業務に多くの作業者が関わり
ますが、人手不足の影響と労働環境の悪化を背景に、業務効率化と労働環境の改
善が急務となっています。その対策として、バーコードの活用による業務効率化が
進む一方、読取り不良への対応が課題となっています。

巨大倉庫内でのピッキング作業

コード印刷直後にコード品質を検証し商品に貼付け コードの安定読取りにより、商品ピッキング作業の効率が向上

事例



https://www.fa.omron.co.jp/contact/tech/chat/?WT.mc_id=300068904cs00017

オムロン商品のご用命は

インダストリアルオートメーションビジネスカンパニー

本誌には主に機種のご選定に必要な内容を掲載しており、ご使用上の注意事項等を掲載していない製品も含まれています。
本誌に注意事項等の掲載のない製品につきましては、ユーザーズマニュアル掲載のご使用上の注意事項等、ご使用の際に必要な内容を必ずお読みください。

製品に関するお問い合わせ先

その他のお問い合わせ： 納期・価格・サンプル・仕様書は貴社のお取引先、または貴社担当オムロン販売員にご相談ください。オムロン制御機器販売店やオムロン販売拠点は、Webページでご案内しています。

●本誌に記載の標準価格はあくまで参考であり、確定されたユーザ購入価格を表示
したものではありません。本誌に記載の標準価格には消費税が含まれておりません。

●本誌にオープン価格の記載がある商品については、標準価格を決めていません。
●本誌に記載されているアプリケーション事例は参考用ですので、ご採用に際しては
機器･装置の機能や安全性をご確認の上、ご使用ください。

●本誌に記載のない条件や環境での使用、および原子力制御･鉄道･航空･車両･燃焼
装置･医療機器･娯楽機械･安全機器、その他人命や財産に大きな影響が予測されるなど、
特に安全性が要求される用途に使用される際には、当社の意図した特別な商品用途の
場合や特別の合意がある場合を除き、当社は当社商品に対して一切保証をいたしません。

●本製品の内、外国為替及び外国貿易法に定める輸出許可、承認対象貨物（又は技術）に
該当するものを輸出（又は非居住者に提供）する場合は同法に基づく輸出許可、承認
（又は役務取引許可）が必要です。 
●規格認証/適合対象機種などの最新情報につきましては、
 当社Webサイト（www.fa.omron.co.jp）の「規格認証/適合」をご覧ください。

お 客 様
相 談 室 技術相談員にチャットでお問い合わせいただけます。（I-Webメンバーズ限定）

※受付時間、営業日は変更の可能性がございます。最新情報はリンク先をご確認ください。

オムロンFAクイックチャット
クイック オムロン

0120-919-066
携帯電話・IP電話などではご利用いただけ
ませんので、右記の電話番号へおかけください。

 055-982-5015
（通話料がかかります） 受付時間： 平日9:00～12:00 / 13:00～17:00（土日祝日・年末年始・当社休業日を除く）

受付時間： 9:00～19:00（12/31～1/3を除く）

お断りなく仕様などを変更することがありますのでご了承ください2023年3月現在カタログ番号 SDNC-041A

オムロン制御機器の最新情報をご覧いただけます。 緊急時のご購入にもご利用ください。 www.fa.omron.co.jp

C○OMRON Corporation 2023  All Rights Reserved.

オムロン商品ご購入のお客様へ
ご承諾事項

　平素はオムロン株式会社（以下｢当社｣）の商品をご愛用いただき誠にありがとうございます。
｢当社商品｣のご購入について特別の合意がない場合には、お客様のご購入先にかかわらず、本ご承諾事項記載の条件を適用いたします。
ご承諾のうえご注文ください。

⑥ ｢当社商品｣は、一般工業製品向けの汎用品として設計製造されています。
従いまして、次に掲げる用途での使用は意図しておらず、お客様が｢当社商
品｣をこれらの用途に使用される際には、｢当社｣は｢当社商品｣に対して一切
保証をいたしません。ただし、次に掲げる用途であっても「当社」の意図した
特別な商品用途の場合や特別の合意がある場合は除きます。
（a） 高い安全性が必要とされる用途（例：原子力制御設備、燃焼設備、航空・

宇宙設備、鉄道設備、昇降設備、娯楽設備、医用機器、安全装置、その
他生命・身体に危険が及びうる用途）

（b） 高い信頼性が必要な用途（例：ガス・水道・電気等の供給システム、24時
間連続運転システム、決済システムほか権利・財産を取扱う用途など）

（c） 厳しい条件または環境での用途（例：屋外に設置する設備、化学的汚染
を被る設備、電磁的妨害を被る設備、振動・衝撃を受ける設備など）

（d） ｢カタログ等｣に記載のない条件や環境での用途
⑦ 上記3. ⑥（a）から（d）に記載されている他、｢本カタログ等記載の商品｣は自
動車（二輪車含む。以下同じ）向けではありません。自動車に搭載する用途
には利用しないでください。自動車搭載用商品については当社営業担当者
にご相談ください。

4.  保証条件
｢当社商品｣の保証条件は次のとおりです。
① 保証期間 ： ご購入後１年間といたします。（ただし｢カタログ等｣に別途記載
がある場合を除きます。）

② 保証内容 ： 故障した｢当社商品｣について、以下のいずれかを｢当社｣の任
意の判断で実施します。
（a） 当社保守サービス拠点における故障した｢当社商品｣の無償修理（ただ

し、電子・機構部品については、修理対応は行いません。）
（b） 故障した｢当社商品｣と同数の代替品の無償提供
③ 保証対象外 ： 故障の原因が次のいずれかに該当する場合は、保証いたしません。
（a） ｢当社商品｣本来の使い方以外のご利用
（b） ｢利用条件等｣から外れたご利用
（c） 本ご承諾事項｢3. ご利用にあたってのご注意｣に反するご利用
（d） ｢当社｣以外による改造、修理による場合
（e） ｢当社｣以外の者によるソフトウェアプログラムによる場合
（f）  ｢当社｣からの出荷時の科学・技術の水準では予見できなかった原因
（g） 上記のほか｢当社｣または｢当社商品｣以外の原因（天災等の不可抗力を含む）

5.  責任の制限
本ご承諾事項に記載の保証が、｢当社商品｣に関する保証のすべてです。　
｢当社商品｣に関連して生じた損害について、｢当社｣および｢当社商品｣の販売
店は責任を負いません。

6.  輸出管理
｢当社商品｣または技術資料を、輸出または非居住者に提供する場合は、安全
保障貿易管理に関する日本および関係各国の法令・規制を遵守ください。お客
様が法令・規則に違反する場合には、｢当社商品｣または技術資料をご提供でき
ない場合があります。

1.  定義
本ご承諾事項中の用語の定義は次のとおりです。
① ｢当社商品｣ ： ｢当社｣のＦＡシステム機器、汎用制御機器、センシング機器、電子・機

構部品
② ｢カタログ等｣ ： ｢当社商品｣に関する、ベスト制御機器オムロン、電子・機構部品

総合カタログ、その他のカタログ、仕様書、取扱説明書、マニュ
アル等であって電磁的方法で提供されるものも含みます。

③ ｢利用条件等｣ ： ｢カタログ等｣に記載の、｢当社商品｣の利用条件、定格、性能、
動作環境、取り扱い方法、利用上の注意、禁止事項その他

④ ｢お客様用途｣ ： ｢当社商品｣のお客様におけるご利用方法であって、お客様
が製造する部品、電子基板、機器、設備またはシステム等へ
の｢当社商品｣の組み込み又は利用を含みます。

⑤ ｢適合性等｣ ： ｢お客様用途｣での｢当社商品｣の（a）適合性、（b）動作、（c）第
三者の知的財産の非侵害、（d）法令の遵守および（e）各種規
格の遵守

2.  記載事項のご注意
｢カタログ等｣の記載内容については次の点をご理解ください。
① 定格値および性能値は、単独試験における各条件のもとで得られた値であり、
各定格値および性能値の複合条件のもとで得られる値を保証するものではあ
りません。

② 参考データはご参考として提供するもので、その範囲で常に正常に動作するこ
とを保証するものではありません。

③ 利用事例はご参考ですので、｢当社｣は｢適合性等｣について保証いたしかねます。
④ ｢当社｣は、改善や当社都合等により、｢当社商品｣の生産を中止し、または
｢当社商品｣の仕様を変更することがあります。

3.  ご利用にあたってのご注意
ご採用およびご利用に際しては次の点をご理解ください。
① 定格・性能ほか｢利用条件等｣を遵守しご利用ください。
② お客様ご自身にて｢適合性等｣をご確認いただき、｢当社商品｣のご利用の可否
をご判断ください。
｢当社｣は｢適合性等｣を一切保証いたしかねます。

③  ｢当社商品｣がお客様のシステム全体の中で意図した用途に対して、適切に配電・
設置されていることをお客様ご自身で、必ず事前に確認してください。

④ ｢当社商品｣をご使用の際には、（ⅰ）定格および性能に対し余裕のある｢当社商
品｣のご利用、冗長設計などの安全設計、（ⅱ）｢当社商品｣が故障しても、｢お客
様用途｣の危険を最小にする安全設計、（ⅲ）利用者に危険を知らせるための、
安全対策のシステム全体としての構築、（ⅳ）｢当社商品｣および｢お客様用途｣
の定期的な保守、の各事項を実施してください。

⑤ 「当社」はDDoS攻撃（分散型DoS攻撃）、コンピュータウイルスその他の技術的
な有害プログラム、不正アクセスにより、「当社商品」、インストールされたソフトウ
ェア、またはすべてのコンピュータ機器、コンピュータプログラム、ネットワーク、デ
ータベースが感染したとしても、そのことにより直接または間接的に生じた損失、
損害その他の費用について一切責任を負わないものとします。
お客様ご自身にて、（ⅰ）アンチウイルス保護、（ⅱ）データ入出力、（ⅲ）紛失データ
の復元、（ⅳ）「当社商品」またはインストールされたソフトウェアに対するコンピュ
ータウイルス感染防止、（ⅴ）「当社商品」に対する不正アクセス防止についての
十分な措置を講じてください。




